
 

 

千葉経済大附属高等学校作文の傾向と対策 

 

 

 

【どんなテーマの作文が出ているか】 

1年間に起こった出来事に関する課題文がほとんど。特に子どもにも関係のある出来事が採用され

やすい。過去１年間に起こった重大な出来事には目を向けておきたい。ただ、課題文の主張があま

りない文章なので、即興でも自由に書きやすくなっている。イメージとしては入学式での校長先生

のお話のような文章について、考えたことや思ったことを書いていく。正解はなく文字数が書けれ

ば OKというテストだろう。 

 

 

★実際の出題★ 

H19 いじめについて、すばらしい瞬間、生きることについての文章 

H20 スポーツマンシップ（フェアプレー）についての文章 

H21 高校生になったらやってみたいことや心の踊るような憧れがあるか 

H22 盲目のピアニスト辻井さんについての文章 

H23 チリのサンホセ鉱山での大規模な落盤事故について 

H24 震災 絆 

H25 大津市のいじめ みんなちがってみんないい 

H26 東京オリンピック決定 スポーツの力 

H27 ノーベル平和賞のマララさん 教育を受けられない子ども達について 

 

 

【形式】 

文章を読んで、思ったことを４００字から６００字の間で書く。自由度が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【書き方】 

課題文からキーワードを読み取って、それに基づいた体験、そしてこれからの高校生活に向け

ての意気込みへとつなげていけばいいだろう。 

 

★キーワード抽出例★ 

H24 

・「絆」というのは、断ちがたい人と人との強い結びつきのことです。（最終行） 

 

H25 

・「明朗・真摯・友愛」を校風とする千葉経済大学付属高等学校は、生徒一人ひとりの個性を存分に尊重

して、のびやかな学校社会を築いていきます。（2行目） 

・人生というのは同質と異質のはざまでもまれながら、「厚み」のある自分をつくっていく過程（7行目） 

・「みんなちがってみんないい」人とちがうことは、困ったことではなくて、とても楽しいことなので

す。（8行目） 

・私たちは≪がんばる生徒≫を惜しみなく心から応援します。生徒一人ひとりが自分の持ち味を存分に

発揮して≪大きな絵≫をキャンパスに描き上げていく。 

 

H26 

・「お・も・て・な・し」の日本文化（3行目） 

・≪神様はその人に乗り越えられない試練は与えない≫（10行目） 

 

H27 

・「世界中のすべての子どもが、教育を受けることができるように」（4行目） 

・「一人の子ども、一人の教師、一冊の本、一本のペン」が無学、貧困、テロの世界を変えるのです。（13

行目） 

 

 

 

 

②キーワード部分から、自分の考えたこと、感じたことを、これまでの自らの体験と共に書いて

いく。最後は高校生活へもつなげたい。 

 

③「これまでのダメな自分」→「キーワードに関連する出来事・体験」→「これからの自分（高

校生活に向けて）」という展開で書くと 400字以上でも書きやすい。書き出す前に構成を考え

てメモを作ろう。 

 

①キーワード部分をみつける 

どうしてもみつからない、決まらないとき 

＞＞課題文で「 」≪≫でくくられた部分の文章に注目せよ！ 

※会話の「 」ではない部分 

 



【作文例】 

 

 

 

（構成メモ） 

 

キーワード抽出：絆 

  ↓ 

ダメな自分：一人でも

生きていける 

  ↓ 

体験：震災で絆の大切

さを知る 

  ↓ 

これからの自分：高校

生活では、新しい絆を

つくっていく 

 

 

 

 

 

（作文例） 

 

 私がこの文章を読んで感じたのは、断ちがたい人と人との強い結びつきである絆の大切さです。 

 これまで私は、自分一人でも生きていけると考えていました。だから、早く大人になって一人で

働いて暮らしたいと思っていました。 

 ところが、昨年東日本大震災が起こりました。震災が起こったとき、私は友人と一緒でした。こ

れまでに体験したことのないような地震で、「このままどうなってしまうのだろうか」ととても不

安になりました。一緒にいた友人も怖かったと思います。しかし、その友人は、不安なときは「一

緒に歌おう！」と言って「僕らはみんな生きている」を歌ったのです。部屋の中のものが崩れ落ち、

机の下にもぐりこみながら、私たちは一緒に歌ったのです。とても怖かったのですが、一緒に歌う

ことで一人ではない強い気持ちを保つことができたのを今でも覚えています。 

 それから私は、一人では生きていけない、人と人との強い結びつきがなければ、辛いとき、不安

なときには、生きていけないと考えるようになりました。 

 これから私は新しい高校生活を迎えます。これまで築いてきた家族・友人との絆だけではなく、

高校でも新しい絆をつくることができるように、貴校の校風である「明朗・真摯・友愛」の精神を

貫きたいと思います。（524字） 

 

 

 



 

 

 

 

 

（構成メモ） 

 

キーワード抽出：みんなちがっ

てみんないい 

 ↓ 

ダメな自分：自分と似た人がい

い 

 ↓ 

出来事・体験：自分と違うタイ

プの子に助けられた 

 ↓ 

展開：みんなちがうことで社会

は安定する 

 ↓ 

これからの自分：高校生活でもみんなちがってみんないいということを忘れない 

 

 

 

（作文例） 

 私がこの文章を読んで感じたのは、みんなちがうことはいいことだということです。 

 中学校入学当初、私は「自分に似た人」と仲良くなろうとしていました。自分と似た人であれば

話も合うし、一緒にいて楽しいと思ったからです。 

 確かに、仲良くしているときは問題ありません。しかし、ある日、友人とささいなことで喧嘩に

なったとき問題が起きました。お互いが似ているので、素直に謝って仲直りができなかったのです。

そんなとき仲裁してくれたのが、自分とはタイプの違うクラスメイトでした。それまでは、自分と

はかなり違うので苦手だと思っていたその子が仲をとりもってくれたのです。 

 それから自分と違う人たちがたくさんいることで、社会は安定しているのだということに気が付

きました。たとえば、人によって食べ物の好みは違います。それによって、食べ物の取り合いは起

きないのです。私はよく兄弟と食べ物のことで喧嘩になります。しかし、チョコレート私嫌いだか

ら、あげるよとくれる友人もいます。みんなちがう方が仲良く暮らせるのです。 

ということは、国や民族の違いもあった方が、本来争いは少なくなるはずです。しかし、現在で

は、宗教の違い、民族の違いで争いが起きています。お互いの違いを尊重できていないからです。 

私はこれから高校で、自分とは違うたくさんの友人たちと出会います。みんなちがってみんない

いという気持ちを忘れないようにしたいと思います。（592字） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

（構成メモ） 

 

キーワード抽出：世界中のすべての子ど

もが、教育を受けることができるように 

↓ 

ダメな自分：「勉強したくない」「勉強で

きることに感謝していない」 

↓ 

体験：マララさんの主張を聞いて、世界

の状況を知った 

↓ 

これからの自分：世界を良い方向に変え

ていくために勉強していく 

 

 

 

 

 

 

（作文例） 

 私は、世界中のすべての子どもが、教育を受けることができるようにという言葉に共感しました。 

 私は父母から「勉強しなさい」と言われて、「勉強したくない」となってしまっていました。日

本では「教育を受けて当たり前」となってしまっているので、教育のありがたみを感じなくなって

しまっていたのです。 

 しかし、考えてみれば、子どもに教育を受けさせるのが当然となったのは、戦後まだそれほど経

っていないのです。戦時中は、子どもは勉強したくてもできませんでした。現在世界中の子ども達

の中には、勉強したくてもできない子ども達がたくさんいます。 

 マララさんは、教育が世界を変えると言っています。そのような気持ちで私は今まで学んできた

でしょうか。点数を上げるため、入試で合格するためにこれまでは勉強してきました。 

 これから私は高校で再び新しい勉強が始まります。これまでのテスト・入試のための勉強するの

ではなくて、将来世界を良い方向に変えていくために勉強するという気持ちで学んでいきたいと考

えています。（432字） 

 

 

 



☆練習問題☆ 

 

 

（構成メモ） 

 

キーワード抽出：神様はその人に乗り越えられない試練は与えない 

 

↓ 

ダメな自分： 

 

 

↓ 

体験： 

 

 

↓ 

これからの自分： 

 

 

 



 


